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針路頼＝＊野揖 andガcカ／0〃∫α Cα〃〃 al・e widely distributed along the Pacific  

coast甜F封onshしl，Japan anくIfor王11a王－1altine forest on tl－e rOCk〉r Shore・T王1is王）a壬）eris  

concerned with tlle Changesin structure aIld age〔listribution of these communities．  

S抽dies were carried otltin the coastalareas of Kii－Nagashi王Ⅵa，Halmajima and  

TdshトW昭u fl・onlthe moutllOfIse Bay to K川ⅥanO－nada，Mie‡）refecture，dしIring  

the！）el・io〔lfronlAugtl占t tO September，198ま・   

Itis we11known that tわeだざぶβプ7′〟COIllnlunityisobsel・ved6－10Illindel）th．飢It  

its deel）erlimit varied with the areas surveyedin this sttldy・Thereis the trend  

that theガ旭川元 extends to deel）er Piaces at sites exJ）OSed to tlleinfluence of the  

open sea． Partictllal．1y at Cshima，Off the coast of KiトNagashima，it was foundin  

deptllSOf13m or moret Asねr theガr抽〃f〟COmmしInity′itis disけibtltedin depths  

below3－4m being dominant from5tolO min depthin the Hamajima and’rdshi－  

Wagu areas，butin KiトNagashimait was fotⅢd from al〕Out 2min depth on the  

steep slope】1ear Shol・e，and was not fotlnd at Osllima・王t w…lS Surnlised tllat the  

slla1lowerlimit ofだビカね〃′αVaried with tlle degree of汗止Iuence fl・Oln tlle OI）eIISea  

an（la】so with the surFace of 仁he bottoITl．  

The age distribution of抽e蔦ぶβ刀g〟and£d血㈲ね くOmnltlnities wasl■epreSented  

in variotlS al・eaS and del）抽s．It was fouIl（ltllat the de11Se COmnlし1nities of ∬fざβガf〝  

in the T8shi－Wagtlarea and Eckloniain the Harnajirna and T6shトWagu areas were  

COn叩OSe（lofとwolaさ7erS Wi抽a（lifferencein ＄杓〕elengt】1：al∂rge grOtlP Of three  

and four years old and smallgま・otlPOf one and two・ItseeInStha仁these conlmuniとies   



喜田和国郎・前川 行串  

aI◆e comI）aratively stabilizeれtaki王1g the age（1isヒ1●ibし1tioninモO COnSi（leration．  

As fol－t王1e魚油わ粕■αCOlmnlunity，aS a WIlOle，Witilthe excel）tioIlOf Osllim払eaCl1  

0f tile age grOLll）S aVel・aged fl◆On10ne 仁O three ol・four years oid．It seenlS that  

tl－eSe COmmu王－ities con叩OSed of multiple age grotlpS maintainsねt）ility．On theot‡ler  

lland，抽e∬∫ぶβ77fαCOI11munitiesin Kii－Nagashinla andIiamajinlalla（1an u11balanced  

age dis仁ribしItio恥i・et，in t‡1eSe areaS Whel・e thelarge fl・Onds of tIlree an（lfoul・yeal・S  

Ol（1gl●ew（lensely∫One・yea王・・01d fronds were only a smallI）rOl）01・tion．It may be  

COnClu（1ed tilat tlle麒料川ねan（lgr抽′～f〟COnlrnunities al・e differen仁in their process  

Of alteration of strしICttlre，   
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本邦中部太iP渾辟の浅海是㌢畦上に鰍二ぎ珊くを形成するアラメおよびカジメほアワビ，サザエ，ウニ  

など機敏資源の飼料として水産上極めて菰要な粥感である。近年，浅海漁場の生産性を高めるため，  

前報（喜田・前川 壬9821））で述べたように，これらの飼料海藻群落の育胤管肇捜を目的として，そ  

れらの生態や生産に関する研究が進められている。   

本研究の目標はアラメ・カジメについて植物郷落学的な蘭から群落の解析方法を策定し，その分  

布桝造や形成磯聯壕解明することにあるが，それにほ予め周囲の立地環境を興にする地域や水深に  

対応する群落の嚢態を氾擬しておく必要がある。前袖では志摩半島御座岬周辺を対象海域とし，主  

として外海域から内湾域笹かけての分布聯遊や生育状態を比較し，その結果を報告したが，今回は  

さらに外洋の彩轡がより強い地域や伊勢拷「tの地域を含めて，研究対象敵城な拡大し1．鞠野滞沿梓  

各地域における群落の分布潜造を比較したので，その結果を経営する。  

研 究 方 法  

対象海域として，熊野滞に捌資的に画する紀伊長島，前轍の御座岬の対榊こ位緻する基虞拷に‡の  

浜島および伊勢湾口の答志鳥の各沿岸を選定し，1981年8月から9月にかけて，関係漁業協同組合  

などにおける聞取り閑寂，ならびにそれぞれの沿樺各所においてSCtJBAによる潜水調査を行なっ  

た。調査地点ほ各対象海域でアラメ・カジメ群落が最もよく発座している場所を選び，合計7地点  

を設定した（Fig．i）。   

各調査地点では前線と降様に欄状トラソセクト法により樟から沖へ100nl，山部の地点はさらに  

沖合に30川，幅0．うnlの測欄惚とり，測砕こ沿って2m区間毎の水深，地形，底質およびアラメ・  

カジメの芸濃組成，生育密度などを測定した。悪た，各渕滞からさまざまな大きさのものを含めて  

採取した合計約100個体ずつのアラメ・カジメについて，茎長と年令（生長輪）な測定し，相互の  

関係から各年令に対応する茎艮の範囲を推定することにより，それぞれの調査地点について水深別  

の年令組成を比較した。  

結  果   

1．帯状トランセクト法による群落構造   

対象海域の調査地点でほいずれの地点もアラメ・カジメ群落が庫越し，無節サンゴモ頬を除け  

ば，小型侮蔑からなる下層群落や他種の混生ほ趨めて教相であった。測定結果各表の上部には測常  

に沿った海底地形な示し，下部にほそれに対応するアラメ・カジメの2叫区間毎の生育個体数を茎   



アラメ暮カジメ群落の坐腰トパ  う9  

Fig，1，Mal）S Showing thelocat主on oFヒhe areas sul・veyed．  

長別に表わした。なお，ここでは俊二筐Lヒ，アラメ・カジメともに茎長10c】11以下を小型，10～4′OcIれ  

を中型，40cm以上のものを大型として記述する。  

1）紀伊長鳥海域   

この海域ほ蔭按熊野滞に画し，急峻であるが沿韓ほ島や腫にめぐまれている。アラメ・カジメ輝  

落ほ放浪の影野が比較的弱い島のタカ側や内磯匿分布が限られている。調査地点では無節サンゴそ  

類，カニノテ，キントキ，シマオオギ，ブタエオオギ，クマミルなどがよくみられた。   

St．K－1松崎（Tablel）   

アラメは水深6－1－以扱の岩敗上に分布しているが，ここでは中型の視愴が多く，小型，大型のも  

のほ少なかった。カジメは水深2～3nl以深に分才！亨し，4‡11以裸で次卿こ多く出現するが，′J、型が  

大半を占め，大数ほほとんどみられなかった。転石地や砂礫池ではさらに小型の割合が多かった。   

St．K－2 松崎南（Table2）   

アラメほ水深6～7nl以浅の斜面上に分布しているが，中型に次いで，小型の割合が多く，大型   
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Tablel．Profile（liagl・anlOf bottomand distribution ofガ・わ由仁J∫ぶan（l∬・Cα〃α  

on the belヒtrallSeCtin S仁、K鯵1，KiトNagashima，ⅣIatsuzalくi．  

る0  

Table2．Profile diagrall10f botto111and distl・ibution of藍在旬－CJ∫ぶandガ・Cβ〃β  

on tlle bel仁trallSeCtiIISL二K－2，重くii－Nagashima，SOu抽of Ma仁SuZalくi・  
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60く  蓼      l  

のものはほとんどみられなかった。カジメは，水深21－－以深に分布しているが，小型・中型の密度  

が高く，大型のものほ極めて少なかった。急斜面や転石地でほ大型ほ出現せザ，中型も極めて少な  

く，小型が占めている。   

St，K－3 大島（Table3）   

この調査地点ほ紀伊長島沖合の品のタカ伸こ位置するが，海水の透明度が高く，放浪の齢欝も大   



アラメーカジメ群落の生態…混   

Table3・Profile（liagra！ⅥOf bottoヱれalld distribution ofガ．わ∫rJ′CgJぶZlnd∬，rβぴα  

On tIle belt tl－anSeCtin St・K－3，KiトNagashinla，OshiIⅥa．  
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きい場所である。   

ここでほ水深】3m附近までアラメだけが分才【亨しており，それもほとんど小型のもので占められ，  

中型の割合は極めて少なかった。カジメは聞取り調査の結果でほ，水深20m前後に生育するよう  

である。  

2）浜島海域   

この海域ほ比較的放浪が静穏で起伏に富む岩礁域からなり，外洋に画する地域にアラメ・カジメ  

群落が申越している。調査地′如こは無節サンゴモク貿，フサカニノテ，カニノテ，キントキ，フクェ  

カーオギ，クマミルなどが比較的多く出現する。   

St．H＋l【頑ツ島（Ta‡）1e4，5）   

水深2111以浅ほネジモクなどのホンダワラ類やオエクサなどにおおわれている。アラメほほば水  

深5111以浅に分布しているが，ここでは大数の割合が多く，小数 中型のものは棲めて少なかっ  

た0 舵緋巨離90叫肘近に現われる水深5～6n－の思礁」二でもアラメは大型だけが出現した。カジ  

メほ水深うn－以深に分布しているが，5－11以深で密生していた。ここでは全般に中型の捌恰が少な  

く，小型・大型が均衡して混生しており，纂長組成ほ，特に水深5～9mで，′ト型群と大型群を立  

とする二層鞘遷がみられた。しかし，沖合の水深王On－附近になると，纂長5cl11以下の小型カジメ  

の密度がさらに高くなる外，中型のものが比較的多く出現するので，茎凝組成の二層靭造は不明瞭  

であった。   

St．H－2 大飛佐多（Table6）   

アラメは水深5‡11以浅に分布し，それ以撫でほほとんどみられなかった。鐸寄りの水深0～2nl  

附近でほ大数は出現しない。水深3～5nlになると，大型の割合が多くなるが，ここでは小型・中  

型が少なく，－ツ島（St・H－り と同様に不均衡な様相を屋している。カジメほ水深3111以深に分  

布し，5Ⅲ以礫で密度が高かった。全般に大数の割合は多いが中型は少なく，やや不明瞭な二済聯   



溶出和四郎・浦川 行革   

丁玖ble4．Pro川e diagl嶋anlOf bottoTlland distribution of g・わねプCJ才ぶand g・ぐ〟がd  

on the belt transectin St．H－1，‡Iamajima，Hitotsuiima．  
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Table5．Pl・OfileくIizlgram Of bo比om and distril）し1日on ofガ．わgcッr／Jぶandガ．rα〃α  

011the belt transec仁in St．H＋ト0，‡1a！11aji王na，Hi仁OtStljilna OffsIlOre．  

造を墨している。  

3）答志和具海域   

この酢成ほ伊勢湾口の答志島東部に位慣し，アラメ・カジメ群落ほ外洋の彫轡が強い外磯によく  

発達しているが，伊勢袴側でほ貧相である。調査地点でほ無節サンゴを類，ヒラキントキなどがよ  

くみられている。   



アラメ・カジメ群落の生態…∬   

Table6．profile diagranlOf bottofllan（！dis汀it）ution of藍わ転作狛 andガ．cα〃d  

On the beit transectin St．H－2，Hamajim鋸Obishata．  
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T徴bl◎7．Pl・Ofile diagram ofl）OttOm aIld distribution ofガ．鋸り両ねan（1∬．cα〃α  

On the belt tl・anSeCtin St．T－i，T8sh卜Wagu，Kasanugebana．  
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St・T－1笠脱鼻（Tal）1e7）   

アラメほ水深5111以淡に分布している。小型の密度が高く，次いで中型のものが多いが∴水深2  

～3mでほ大型もみられ，やや不猟瞭な二層構造を屋していた。カジメほ水深3川以探に生育して  

いるが，水深う叫よ深で密度が高かった。小型と大型の割合が多いので，特に水深5～9－－－で富農  

組成の二層桝造がみられた。砂礫地や転石地になると大型のものは極めて少なくなる。   
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2．年令と署長   

アラメ・カジメほ多年生であり，それらの群落は年蘭瀾の更新によって維持されている。前項に  

おける聯落の芸濃組成や生層鱒腰はその断面として，1981年の夏季の状態な捌屈したものである。  

したがって，それらの測定結果を群落の更新過程として把撼するためにほ，さらに年令組成の蘭か  

らも検討する必要がある。なお，アラメの年令査定法についてほ，まだ検討を要するが，ここでは  

カジメの場合（枠用1977）と同様に茎のヨ長都断動こおける生長愉を用いた。生長輸は4輪ないし  

う締まで数えられたが，5輪以上の柵線は表皮に接近し∴識別が困難なものもあった。このことは  

新崎（1953）によっても指摘されている。   

アラメの茎長と年令との関係（Fig．2）についてみると，紀伊胤払の松崎では4年目まで番線的  
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Fig，2．1モelation between sti【）eleng抽and昭eOf g・甘丹〟k   
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に伸長している。それに対し，浜島と答志和見では1年目から2年目の伸長が大きく，それ以後は  

ほぼ番線的に伸長している。紀伊長鳥の大鳥でほ2年目までしか出現しなかった。大脇な除く各地  

点での4年目の職大賞展は60～70cmであった。   

次に，カジメの芸濃と年令との関係（Fig．3）についてみると，答志和具では4年呂まで磯劇的  

に伸長しているが，浜島でほ年扱が進むにつれて伸長の速度がやや低下する傾向がみられる。これ  

らの地点におけるカジメの4年目の撤大茎長ほ80～90cmであった。また，紀伊長島の松崎および  

松崎商では3年目までしか出現しなかった。   

このように，地域によりアラメ・カジメの茎長の伸及状態に相遮がみられ，各年級における茎長  

に差異がみられたが，対象域毎に茎虜と年令との関係を把癌することにより，それぞれ各年級に対  

する芸濃重電囲が検討された。  
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3．水沫別年令組成   

ほじめに，前述した繹状トラソセクト法における各地点の渕砕こついて，地形や底質条件を統一  

するため，急斜面や転石地な除外し，．泣磯藤を水深別に盤薫！した。また，それに対応する富農組  

成，および前項の茎長と年令との関係から仁各地点における水深別年令組成（Fig、4）を図示し，  

比校を行なった。   

まず，アラメについて，紀伊長島の各地点をみると，松崎，松崎南ともに4■年目まで適している  

が，分布水深の各層でう年‡≡‡，2年目のものの密度が高かった。しかし，沖合の大島では2年目と  

1年目だけで占められ，しかも水深13～14111以深まで分布している。一方，浜島の大飛佐多および  

答志和具でほ，分布水深の最洩部に1年目と2年目，深くなるにつれて3年目と4年目の比率が高  

くなる傾向がみられた。カジメは，紀伊長島の松崎および松崎商では，残部に2年目が多く，水俣  
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を増すとともに1年目の比率が高くなる傾向がみられた。松崎南では，さらに各水探とも3年目の  

密度が比瞭的高かった。しかし，両地点ともに4年目に適するものはみられていない。浜島璃域で  

は，各水深とも大飛佐多で3年目が救も多く，一ツ島で3年目，2年目および再往lのいずれも高  

密度であったが，両地点ともに4年目ほ少なかった。答志和見では全般に1年目が高密度であった  

が，2年冒，3年目および4年目も均衡して多い特徴を示している。   

以上のように，自然状態におけるアラメ・カジメ群落の年令組成は対象海域により，また水深に  

よって各年組群の襟度や組成並びに到達年令にかなりの相遜がみられ，年級群更新の様相が興なっ  

ていることが認められた。しかし，紀伊長島の松崎と松崎南，および浜島の太飛佐多と叫ツ鳥のよ  

うに，立地環境が類似する比較的近接した海域内では，それらの様相や変化にかなりの共通性がみ  

られる。  

考  察  

筆者らは前報（詔閻・前川i981，1982b）で，志摩半島御座岬周辺蘭瀾のアラメ・カジメ群落を  

対象とし，外海域と内湾域における分布，水深別芸濃糸鋸洗および生育状態の相違などについて報脅  

した。周囲の立地環境と関連して地域的に分布域，分布水深およ■び生育襟度などが相違することは，  

すでに碧桶や（1979）や高閣（1979）によっても報告されている。本研究でほさらに立地環境が異  

なると思われる海域を広く選定し，紀伊長鳥，浜島および答志鳥の各沿岸を対象に，水深別の箋避  

組成や年令組成などについて比較検討を行なった。   

まず，アラメ・カジメの生育水深については，前報でも雑費したが，今恒‡の各梅域においても前  

報とほぼ同様の結果が得られた。 アラメの分布下限も外侮翻に深く，内袴側に浅くなる傾向が確か  

められ，また，カジメの分布上限についても，頂点，答志和鼻でみられるように，外海側に深く，  

内湾側に浅くなる傾向が認められた。ただし，紀伊長鳥沖合の大島ではアラメの分布下限が13～14  

】11以深まで適しており，この範囲にカジメは出現しなかった。須瀕（1964・）もカジメのない所では  

アラメも深所まで育つと述べているが，これらはアラメの分布域の中で，外洋の膨墾が汲も強い地  

域の特徴を示しているものと思われる。   

次に，各地域の測砕こみられる茎長組成から，アラメ・カジメ群落の分布や構造は，海域の立地  

環境とともに，また局地的には水深や地形，底質によく対応して変化していると思われる。アラメ  

でほ，答志和具の水深2～3nlで大型，中型揮と′」、型群による二周期遺がみられたが，浜島でほほ  

とんど大型群，紀伊長島では全般的碇ヰ蘭，小数畔，または小型郷のみであった。また，カジメで  

は浜島および答志和典の水深う～9nlで二層構造がみられたが，紀伊長鳥でほいずれの水深もほと  

んどゆ烈，小型澤であった。   

これらの結果を年令組成の蘭からみても，同様に到達する年令および年級群の組成や密度が海域  

や水深によって相違しており，それぞれの立地環境を反映しているものと思われる。茎長組成でみ  

られた二層靭造は，年令組成の上では不明僚となる傾向がみられたが，これは3年，4年目の大型  

群と，その下層で伸長が抑制されたi年，2年目の個体群との芸濃の隔りが，特に繁茂j切である夏  

季に蹄薯に現われたためと思われる。   

柳瀬ら（i98う）は安産したカジメ群落の年令組成が多年級からなることな述べており，また，谷  

E†ら（1983）もアラメ群落は接合年級料こよって形成されていると安定して維持されることを報督  

している。本研究においても年級粁の組成や密度と聯落更新の安定度が礫接に閑適すると考えられ   
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た。しかしながら，特にアラメ群落では，浜島砺域の大飛陵多や血ツ島の水深4～5m層q）芸濃組  

成にみられるように，ある軽度の密度からなる大型群のみの安産相に達し，群落の更新ほその後に  

起る区域が多い。それに対してカジメ群落では，楚㌢棉（1971）も述べているように，大型群が高搾  

度であっても，ほとんどの場合中型，小型群が混生し，若い年級郷によって順次更新されるのが普  

通である。このように分布域にもよるが，両磁の間で粁落更新の様相や速度に差異があるものと考  

えられる。   

以上は，各海域のアラメ・カジメの茎戯組成および年令組成を，夏季の状腰から考察したもので  

ある。したがって，今後の課j掛ま，さらにこれら群落の年令組成や生育密度の準節的，経年的推移  

を把捉し，群落更新の実態や機靭を解明することである。  

要  約  

本研究は立地環境が異なる海域について，アラメ・カジメ聯洛の分布と構造を比較するため，  

1981年の夏季に，三弦県熊野灘沿繹の紀伊長島，う軋払および答志鳥の各海域を対象とし，帯状トラ  

ンセクト故による茎長組成の渕蔑と，水深別年令組成の検討を行なったものである。  

1．アラメ・カジメの生膏水深ほ，今恒lの各海域笹属いても，前報（喜田・前川198Ⅰ，1982b）  

とほぼ同様の結果が得られた。アラメの分布下限やカジメの分布上限も，外侮伸こ深く，内汚側に  

淡くなる傾向が認漉庵れた。紀伊長島沖合の大鳥におけるアラメの分布下限が13～14m以深に達  

することは，外洋の影轡が最も強い分布域の特徴を示していると思われる。   

2，アラメ・カジメ群落の茎長組成からみた分布と構造は，海域の立地環境とともに，また局地  

的には水深や地形濫よく対応して変化していると思われる0アラメでほ，答志和見で大型，中型潜  

と小型将による二層聯遊を屋したが，浜島でほほとんど大型軌紀伊長島では中敷，小型秤，また  

は小型群のみであった。またカジメでほ，浜島および答志和具で二腰約遺せ屈したが，紀伊長島で  

はほとんど中型，小型群であった。   

3．上述の芸濃組成を年令組成の面からみても，同様に到達する年令および年級脚の組成や襟度  

ほ，海域や水深によって相違し，それぞれの立地環境を反映しているものと思われる。茎長紬鋤こ  

おける二層閑造が，年令組成の上で不明瞭となるのほ，3年，4年目の大部鐸と，その下腰で伸長  

が抑制された1年，2年冒の個体群との芸濃の隔りが，特に繁茂斯こ顕著になるためと思われる。   

4．アラメ聯掛ま，ある襟度で大型群のみの安定相に適した後に，群落の更新が起る区域が多い  

のに対し，カジメ群落では，大型畔が高密度でも菜い年級群が混生して，順次更新するのが習通  

で，両魔の間には群落更新の様相牽速度に差異があるものと考えられる。  

本研究は放林水産技術会液量こよる「近海漁業資源の家魚化システムの開発に関する総合研究（マ  

リーンランチソグ計画）＿…の昭和う6年度委託率楽（MRP83－Il卜6－1）として行なったものである。  
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